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一
、
は
じ
め
に

日
本
語
学
表
現
論
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
心
的
現
象
か
ら
言
語
現
象
へ
の
過
程
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
日
本
語
に
よ
る
心
象
表
現
の
意
味
に
言
及
す
る
。
文
学
、
哲
学
、
認

知
科
学
な
ど
の
知
見
も
参
照
す
る
。

表
現
者
が
様
々
な
想
い
を
日
本
語
で
表
そ
う
と
す
る
と
き
、
表
す
対
象
は
心
的
現
象

で
あ
り
、
表
す
方
法
は
こ
と
ば
で
あ
る
。
心
的
現
象
と
し
て
の
様
々
な
想
い
が
あ
ら
わ

れ
る
場
と
し
て
の
こ
こ
ろ
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
心
的
現
象
の
場
に
つ
い
て
は
、
身

体
器
官
と
し
て
の
感
覚
器
官

(

受
容
器)

に
よ
っ
て
は
具
体
的
に
知
覚
で
き
な
い
が
、

表
現
者
自
身
の
心
的
機
能
に
よ
っ
て
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
自
覚
で
き
る
。

『

般
若
心
経』

で
は
、｢

眼
耳
鼻
舌
身
意｣

と
い
う
六
根
に
よ
っ
て

｢

色
声
香
味
触

法｣

と
い
う
六
境
を
認
識
す
る
六
識
が
あ
る
と
分
類
す
る
論

(

注
１)

に
対
し
て
批
判
し
、
相
互

作
用
に
よ
る
現
象
と
見
な
す
。｢

眼
界｣

か
ら

｢

身
界｣

ま
で
を
外
界
、｢

意
識
界｣

を

内
界
と
し
て
分
類
す
る
論
に
対
し
て
も
批
判
し
、
相
互
連
関
的
に
世
界
は
成
り
立
っ
て

い
る
と
見
做
す
。｢

眼
耳
鼻
舌
身｣

と
い
う
五
根
は
五
つ
の
感
覚
器
官
、｢

意
根｣

は
脳

に
相
当
す
る
が
、｢

色
境｣

か
ら

｢

触
境｣

ま
で
の
五
つ
の
環
境
は
、
感
覚
器
官
だ
け

で
な
く
、
脳
を
含
む
神
経
系
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
。｢

法
境｣

と
い
う
存
在
の
関
係

に
つ
い
て
の
認
識
は
、
脳
だ
け
に
よ
る
の
で
な
く
、
感
覚
器
官
に
よ
る
知
覚
を
情
報
の

前
提
と
し
て
い
る
。
精
神
医
学
の
臨
床
例
か
ら
心
身
の
連
関
が
指
摘
さ
れ
、
神
経
生
理

学
の
実
験
例
か
ら
脳
と
心
と
こ
と
ば
の
関
係
の
一
端
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
哲
学

で
も
、
唯
物
論
と
唯
心
論
の
対
立
を
止
揚
す
る
弁
証
法
的
な
考
察
が
あ
り
、
物
と
心
の

相
互
連
関
、
主
体
と
客
体
の
統
合
ま
た
は
融
合
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
科
学
で

も
、
素
粒
子
の
運
動
に
お
け
る
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
交
替
や
観
察
主
体
の
関
与
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

唯
識
説
で
は
、｢

眼
耳
鼻
舌
身
意｣

の
六
識(｢

眼
耳
鼻
舌
身｣

の
前
五
識
と｢

意
識｣)

の
ほ
か
に
、
自
己
愛
的
生
命
体
無
意
識
と
し
て
の

｢

末
那
識

ま

な

し
き｣

、
父
母
未
生
以
来
の
経

験
の
累
積
の
無
意
識
と
し
て
の

｢

阿
頼
耶
識

あ

ら

や

し
き｣

を
併
せ
て
、
人
間
の
認
識
を
八
識
と
す

る
。
精
神
医
学
や
深
層
心
理
学
で
い
う
下
意
識
、
無
意
識
、
集
合
的
無
意
識
に
通
じ
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、｢

末
那
識｣

｢

阿
頼
耶
識｣

は
い
ず
れ
も
個
人
的
無
意
識
に
も
集
合

的
無
意
識
に
も
通
底
す
る
。｢

末
那
識｣

は
生
命
体
無
意
識
、｢

阿
頼
耶
識｣

は
生
死
を

超
え
た
宇
宙
無
意
識
で
あ
る
。
唯
識
説
は
、
心
的
存
在
を
も
分
類
し
た
倶
舎

く

し
ゃ

論
を
含
み
、

様
々
な
感
情
に
言
及
す
る
が
、
想
像
力
に
言
及
し
な
い
。
文
学
で
は
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル

‥
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や
サ
ル
ト
ル
が
想
像
力
の
も
つ
可
能
性
に
言
及
す
る
。

人
智
学
で
は
、
直
観
的
に
、
宇
宙
的
連
関
の
な
か
で
進
化
す
る
人
間
の
身
体
を
一
つ

の
場
に
占
め
る
四
重
の
存
在
と
し
て
捉
え
る
。
物
質
体
と
し
て
の
肉
体(

鉱
物
的
段
階)

、

生
命
体
と
し
て
の
感
覚
体

(

植
物
的
段
階)

、
意
識
体
と
し
て
の
感
情
体

(

動
物
的
段

階)
、
精
神
体
と
し
て
の
自
我
体

(

人
間
的
段
階)

が
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
す
る
。

物
と
心
は
、
連
続
的
、
発
達
的
、
段
階
的
に
捉
え
ら
れ
、
い
わ
ば
精
神
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

形
態
、
物
質
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

二
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
岐
と
形
態
の
分
化

宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
根
源

(
起
動
力)

に
よ
る
宇
宙
の

(

高
熱
を
発
す
る)

爆
発
と

膨
張
と
拡
散
の
な
か
で
、
冷
却
と
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
分
岐
し
、
無
秩
序
化
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
運
動
に
逆
流
す
る
秩
序
化
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

(

重
力
な
ど)

と
運
動
が
生
じ
て
、

宇
宙
の
形
態

(

星
な
ど)

が
分
化
し
、
宇
宙
の
物
質

(

お
よ
び
無
秩
序
化
に
向
か
う
暗

黒
物
質)

が
形
成
さ
れ

(

注
２)

る
。
全
体
的
な
無
秩
序
化
の
流
れ
に
逆
流
す
る
秩
序
化
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
さ
ら
に
分
岐
し
て
、
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
生
命
の
形
態

(

生
命
体)

が
分
化
し
、
蛋
白
質
な
ど
の
高
分
子
化
合
物

(

有
機
物)
が
形
成
さ
れ
る
。
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
生
命
体
は
し
ば
ら
く
生
命
活
動
を
続
け
る
が
、
無
秩
序
化
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
呑
み
込
ま
れ
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
伝
子
に
よ
っ
て
形
態
を
継
承
し
て
、
小
さ
な
逆

流
を
繰
り
返
し
、
い
ず
れ
生
命
体
の
種
ま
た
は
そ
の
遺
伝
子
の
絶
滅
に
よ
っ
て
、
無
秩

序
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
呑
み
込
ま
れ
る
。
物
質
の
生
滅

(

物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
交
替)

は
、
生
命
体
の
個
体
の
生
死
や
、
生
命
体
の
種
の
盛
衰
に
分
化
す
る
。

(

一)

外
界
と
身
体
と
の
異
和
に
よ
る
心
的
現
象
の
芽
生
え

生
命
体
の
形
態
と
物
質
と
機
能
は
、
身
体
を
形
成
す
る
。
身
体
を
取
り
巻
く
環
境

(

外
界)

は
、
全
体
と
し
て
無
秩
序
化
に
向
か
う
物
理
現
象
が
あ
ら
わ
れ
、
身
体
の
環

境
は
、
無
秩
序
化
に
抗
す
る
秩
序
化

(

ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
、
生
殖
な
ど)

を
含
む
生
理

現
象
が
あ
ら
わ
れ
、
異
和
が
生
じ
る
。
生
命
体
は
、
異
和
に
対
し
て
、
順
応
し
た
り
、

防
御
し
た
り
し
て
、
生
命
の
維
持
を
図
る
。
様
々
な
外
界
の
刺
激
に
対
す
る
反
応

(

順

応
、
親
和
、
防
御
、
逃
避
、
反
撥
、
攻
撃
な
ど)

は
、
生
前
か
ら
の
経
験

(

遺
伝)

と

生
後
の
経
験
と
の
蓄
積
に
よ
る
活
動
パ
タ
ー
ン
を
つ
く
る
。
活
動
パ
タ
ー
ン
に
は
外
面

に
現
れ
る
も
の
と
外
面
に
現
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
後
者
は
、
外
界
の
物
理
現
象
と
身

体
の
生
理
現
象
と
の
異
和
か
ら
生
じ
た
心
的
現
象
の
芽
生
え
で
あ
る
。
生
前
か
ら
の
経

験
は
、(

集
合)

無
意
識
的
な
も
の
で
あ
る
。
無
意
識
的
な
心
的
現
象
は
、
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
根
源

(

生
命
起
動
力)

か
ら
生
じ
る
。

(

二)

生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
分
岐

刺
激
に
対
す
る
反
応
は
、
受
動
的
な
も
の
か
ら
能
動
的
な
も
の
へ
と
分
化
す
る
。
そ

の
生
命
体
の
種
に
特
有
な
機
能

(

器
官)

に
応
じ
て
、
刺
激
を
取
捨
選
択
し
て
、
情
報

化
す
る
。
情
報
に
基
づ
い
て
、
外
界
に
対
し
て
働
き
か
け
る

(

作
動
す
る)

。

重
力
に
沿
う
生
命
体
か
ら
、
重
力
に
逆
ら
う
生
命
体
に
分
化
す
る
。

外
皮
を
も
つ
植
物
は
、
地
球
か
ら
太
陽
に
向
か
っ
て
直
立
し
、
光
合
成
に
よ
っ
て
地

球
環
境
を
変
え
、
動
物
の
た
め
に
、
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
提
供
す
る
。

脊
椎
動
物
は
、
重
力
に
逆
ら
っ
て
、
水
中
を
泳
ぎ
、
空
を
飛
び
、
地
を
蹴
る
。

人
間
は
、
重
力
に
逆
ら
っ
て
直
立
し
、
歩
行
し
、
手
と
脳
の
働
き
に
よ
っ
て
、
地
球

環
境

(

自
然
環
境)

の
秩
序
化
を
図
り
、
人
間
環
境
に
変
え
る
。

外
界
に
対
す
る
内
的
な

(

外
面
に
現
れ
な
い)

働
き
か
け
は
、
心
的
活
動
で
あ
る
。

心
的
現
象
と
し
て
、
無
意
識
的
な
も
の
か
ら
意
識
的
な
も
の
が
分
岐
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

外
界
の
刺
激
に
対
す
る
無
意
識
的
あ
る
い
は
意
識
的
な
身
体
の
諸
反
応

(

諸
活
動)

を
制
御
し
統
合
す
る
中
枢
器
官
と
し
て
の
脳
は
、
身
体
器
官
で
あ
り
な
が
ら
心
的
器
官

と
な
る
。
脊
髄
に
つ
な
が
る
脳
幹

(

延
髄
、
橋
、
小
脳
、
中
脳)

か
ら
、
大
脳
辺
縁
系

(

間
脳
、
大
脳
基
底
核
、
大
脳
古
皮
質
、
大
脳
旧
皮
質)

、
大
脳
新
皮
質
へ
と
分
岐
す
る
。

脳
を
中
心
と
す
る
心
的
活
動
は
、
食
物
や
異
性
へ
の
親
和
、
毒
物
や
敵
や
危
険
へ
の
忌

避
、
驚
き
、
恐
怖
、
闘
争
心
か
ら
喜
怒
哀
楽
の
感
情
、
価
値
判
断
に
基
づ
く
思
考
な
ど

に
分
化
す
る
。

無
秩
序
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
逆
流
す
る
秩
序
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
異
和
と
し
て
、
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

分
岐
す
る
。
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
同
根
で
あ
り
、
心
身
は
無
意
識

の
と
こ
ろ
で
連
関
す
る
。

外
界
と
身
体
と
の
異
和
は
、
生
理
的
に
は
、
呼
吸
、
摂
食
、
消
化
、
排
泄
、
体
液
の
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循
環
と
浄
化
、
免
疫
、
生
殖
、
疲
労
、
細
胞
の
交
替
な
ど
に
よ
っ
て
、
解
消
さ
れ
る
。

自
己
同
一
性
を
軸
と
し
た
同
化
と
異
化
で
あ
り
、
身
体
の
環
境
は
変
化
し
つ
つ
も
一
定

の
状
態
に
保
た
れ
て
い
る
。
脳
幹
お
よ
び
自
律
神
経
系
、
体
液
ホ
ル
モ
ン
系
に
よ
っ
て
、

制
御
さ
れ
て
い
る
。
外
面
に
現
れ
な
い
心
的
状
態
と
し
て
の
気
分
は
、
生
理
的
状
態
に

基
礎
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、
無
意
識
的
な
感
覚
、
感
情
、
思
考
な
ど
の
総
和
と
し
て
、
一

定
の
状
態
に
保
た
れ
て
い
る
。
外
界
の
刺
激
が
感
覚
的
知
覚
と
し
て
突
出
し
た
り
、
身

体
の
環
境
が
不
均
衡
を
生
じ
た
り
、
記
憶
や
想
像
に
よ
っ
て
心
的
に
偏
り
が
生
じ
た
り

す
る
と
き
、
特
定
の
感
情
が
警
報
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
、
気
分
が
変
動
し
、
思
考
を
促

す
。
思
考
に
よ
っ
て
、
行
動

(

環
境
へ
の
働
き
か
け)

へ
の
判
断

(

行
動
し
な
い
判
断

も
含
む)

あ
る
い
は
決
断
に
至
る
。
た
と
え
ば
、
森
の
な
か
で
熊
を
見
た
と
き
の
驚
き

と
恐
怖
に
促
さ
れ
て
、
逃
げ
出
す
か
、
じ
っ
と
隠
れ
て
い
る
か
、
状
況
を
考
え
な
が
ら
、

判
断
す
る
。
夜
中
に
極
度
の
空
腹
に
耐
え
か
ね
て
、
階
下
の
冷
蔵
庫
を
漁
る
か
、
外
食

に
出
か
け
る
か
、
状
況
を
考
え
な
が
ら
、
判
断
す
る
。
失
恋
の
記
憶
に
よ
る
悲
し
み
に

促
さ
れ
て
、
詩
集
を
開
く
か
、
一
人
旅
に
出
か
け
る
か
、
状
況
を
考
え
な
が
ら
、
判
断

す
る
。
外
界
と
身
体
と
の
異
和
、
身
体
内
の
異
和
、
心
の
な
か
の
異
和
は
、
心
的
活
動

お
よ
び
行
動

(

行
動
し
な
い
こ
と
を
含
む)
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
。
脳
幹
か
ら
大
脳

辺
縁
系
、
大
脳
新
皮
質
に
至
る
上
行
性
神
経
路
、
感
覚
神
経
を
経
て
大
脳
新
皮
質
感
覚

野
か
ら
連
合
野
に
至
る
神
経
路
お
よ
び
神
経
伝
達
物
質

(
神
経
伝
達
ホ
ル
モ
ン
を
含
む)

に
よ
る
情
報
伝
達
、
大
脳
辺
縁
系
に
お
け
る
情
緒
表
出
、
生
命
体
価
値
判
断
、
短
期
記

憶
、
大
脳
新
皮
質
に
お
け
る
情
報
の
総
合
的
判
断
、
行
動
に
際
し
て
の
運
動
神
経
へ
の

指
示
な
ど
が
、
脳
脊
髄
神
経
系
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
る
。

身
体
は
、
秩
序
化

(

成
長)

か
ら
無
秩
序
化

(

老
化
、
死)

に
向
か
う
。

有
性
生
殖

(

個
体
の
交
替
に
よ
る
種
の
保
存)

に
よ
っ
て
、
個
体
の
死
が
明
確
化
す

る
。
死
に
よ
っ
て
生
が
限
ら
れ
、
個
人
は
生
の
意
味
の
完
結
を
目
指
し
つ
つ
、
愛
に
よ

る
永
続
を
願
う
。
養
生
か
ら
不
老
不
死
に
至
る
幻
想
が
あ
ら
わ
れ
る
。

(

三)

心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
精
神
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
分
岐

脊
椎
動
物
の
心
的
活
動
は
、
現
場

(

い
ま
、
こ
こ
、
こ
れ)

へ
の
対
応
で
あ
る
。

人
間
の
心
的
活
動
に
は
、
記
憶
や
想
像
に
よ
る
現
場
を
離
れ
た
対
応
も
含
ま
れ
る
。

想
像
力
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
時
空
間
を
超
え
て
、
今
で
は
な
い
時
間

(

過
去
、
未
来)

、

こ
こ
で
は
な
い
場
所
、
こ
れ
で
は
な
い
物
、
自
分
で
は
な
い
人
間
を
想
定
し
た
心
的
活

動
も
可
能
と
な
る
。
地
球
上
の
生
命
体
は
、
三
次
元
世
界
に
生
存
し
て
い
る
が
、
人
間

は
、
時
間
と
い
う
第
四
次
元
を
内
的
に
獲
得
し
つ
つ
あ
る
と
も
言
え
る
。

宇
宙
的
無
意
識
あ
る
い
は
生
命
体
無
意
識
か
ら
動
物
的
直
感
へ
、
さ
ら
に
精
神
的
直

観
あ
る
い
は
洞
察
へ
と
分
化
し
、
段
階
を
高
め
な
が
ら
展
開
す
る
。
生
理
的
欲
求
か
ら

心
理
的
願
望
へ
、
さ
ら
に
精
神
的
希
望
あ
る
い
は
意
志
へ
と
分
化
し
、
段
階
を
高
め
な

が
ら
展
開
す
る
。
無
意
識
的
な
反
射
か
ら
生
命
体
価
値
判
断
へ
、
さ
ら
に
生
死
を
超
え

た
価
値
意
識
へ
の
目
覚
め
へ
と
分
化
し
、
段
階
を
高
め
な
が
ら
展
開
す
る
。
三
つ
の
段

階
は
、
脳
に
お
け
る
脳
幹
、
大
脳
辺
縁
系
、
大
脳
新
皮
質
と
い
う
展
開
的
な
分
岐
と
お

お
よ
そ
対
応
し
て
い
る
。
脳
は
身
体
器
官
、
心
的
器
官
で
あ
り
な
が
ら
、
と
り
わ
け
大

脳
新
皮
質
前
頭
前
葉
が
精
神
器
官
と
な
る
可
能
性

(

芽
生
え)

を
も
つ
。

個
人
の
生
死
や
集
団

(

社
会)

の
盛
衰

(

戦
争
な
ど)

に
抗
し
て
、
精
神
活
動

(

芸

術
、
宗
教
、
福
祉
活
動
な
ど)

に
よ
っ
て
、
愛
や
幸
福
、
平
和
と
い
う
理
想
を
求
め
る
。

個
人
的
な
利
害
に
拘
ら
な
い
思
い
や
り
や
感
謝
、
陳
謝
な
ど
の
社
会
的
感
情
か
ら
、
生

死
を
超
え
た
懺
悔
、
自
己
犠
牲
、
勇
気
な
ど
の
精
神
的
感
情
あ
る
い
は
宗
教
的
感
情
に

至
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
心
的
活
動
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
自
覚
さ
れ
、
明
確
化
す

る
。
心
的
活
動
が
反
省
さ
れ
、
精
神
活
動
に
向
か
う
契
機
と
な
る
。
芸
術
に
よ
る
表
現

や
信
仰
に
よ
る
祈
り
も
、
精
神
活
動
に
向
か
う
契
機
と
な
る
。

三
、
こ
と
ば
の
獲
得
と
こ
こ
ろ
の
自
覚

心
的
現
象
を
自
覚
す
る
こ
と
か
ら
、
心
的
機
能
あ
る
い
は
心
的
活
動
を
認
識
し
、
心

的
領
域
あ
る
い
は
心
的
世
界
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

人
類
の
歴
史
の
初
め
は
、
心
的
現
象
の
芽
生
え
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
無
自
覚
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

集
団
生
活
で
協
同
作
業
を
す
る
と
き
、
仲
間
同
士
の
意
思
の
疎
通
を
図
る
な
か
で
、

自
他
の
違
い
を
認
め
、
こ
こ
ろ
の
働
き
や
こ
こ
ろ
の
働
く
場
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
意
思
疎
通
の
方
法
と
し
て
、
こ
と
ば
を
獲
得
し
て
か
ら
は
、
こ
こ
ろ
の

働
き
に
つ
い
て
、
こ
と
ば
で
確
認
し
合
う
こ
と
で
、
自
覚
し
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
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河原修一：心的現象から言語現象へ

(

一)

こ
と
ば
の
う
ま
れ
る
と
こ
ろ

個
人
の
感
情
的
な
体
験
を
音
声
に
表
出
す
る
と
き
、
声
に
想
い
が
籠
め
ら
れ
る
。
想

い
は
、
主
体
の
感
動
で
も
あ
り
、
対
象
の
指
示
で
も
あ
り
、
両
者
は
不
分
明
で
あ
る
こ

と
が
多
い
。
集
団
生
活
の
な
か
で
、
個
人
の
感
情
的
な
体
験
が
共
通
の
感
情
的
な
体
験

と
な
り
、
同
じ
音
声
を
模
倣
し
反
復
す
る
と
き
、
こ
こ
ろ
の
な
か
に
喚
起
さ
れ
る
も
の

を
お
互
い
に
確
認
し
、
お
互
い
に
記
憶
に
残
す
。
様
々
な
記
憶
の
集
ま
り
を
網
目
の
よ

う
な
ま
と
ま
り

(

体
系)

と
し
て
共
有
し
、
仲
間
う
ち
の
約
束
ご
と
に
す
る
。
或
る
音

声
が
、
或
る
も
の
ご
と
を
表
象
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
の
こ
こ
ろ
の
な
か
の
結
び
つ

き

(

集
合
心
理)
と
な
る
。

(

二)

共
同
体
の
形
成
と
言
語
の
発
生

狩
猟
や
農
耕
で
相
互
に
協
力
し
て
、
共
同
体
を
つ
く
る
と
き
、
経
済
的
共
同
体
で
も

あ
り
、
精
神
的
共
同
体
で
も
あ
る
。
共
同
体
の
構
成
員
の
間
に
、
精
神
的
な
紐
帯

(

心

の
つ
な
が
り
、
連
帯
感)

が
で
き
る
。

労
働
し
、
道
具
で
生
産
し
、
収
穫
す
る
。
は
た
ら
き
な
が
ら
、
う
た
う

(

労
働
歌)

。

豊
作
を
い
の
る

(

呪
術)

。
神
を
ま
つ
る

(

祭
儀)
。
ま
つ
る
と
き
、
神
を
喜
ば
せ
る
た

め
に
、
お
ど
り
、
う
た
う

(

呪
能)

。
仲
間
の
死
を
か
な
し
み
、
と
む
ら
う

(

葬
儀)

。

男
女
が
出
会
い
、
う
た
い
、
よ
び
あ
う

(

歌
垣)

。
家
族
を
つ
く
り
、
共
に
労
働
し
子

育
て
を
す
る
。
人
々
が
楽
し
む
た
め
に
、
集
ま
っ
て
あ
そ
び
、
お
ど
り
、
う
た
う

(

芸

能)

。
い
ず
れ
も
、
こ
と
ば
が
関
わ
る
。

た
と
え
ば
、
大
勢
で
象
を
狩
る
と
き
、
或
る
人
達
は
石
と
棒
で
打
ち
鳴
ら
し
、
大
声

を
上
げ
て
、
象
を
泥
沼
に
追
い
込
む
。
或
る
人
達
は
待
ち
伏
せ
て
い
て
、
象
が
泥
沼
で

も
が
い
て
弱
っ
た
と
こ
ろ
を
槍
で
突
き
刺
す
。
こ
と
ば
の
や
り
と
り
が
な
く
て
は
、
共

同
し
て
狩
り
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

五
万
年
前
か
ら
三
万
三
千
年
前
ま
で
の
長
野
県
野
尻
湖
畔
の
遺
跡
か
ら
、
骨
角
器
の

槍
や

(

槍
の
穂
先
に
付
け
る)

石
刃
と
と
も
に
、
ナ
ウ
マ
ン
象
や
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
の
骨

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

二
万
年
前
の
北
海
道
千
歳
の
遺
跡
か
ら
細
石
刃
が
、
北
海
道
野
付
崎
か
ら
マ
ン
モ
ス

の
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
二
万
三
千
年
前
の
シ
ベ
リ
ア
の
バ
イ
カ
ル
湖
畔
の
マ
リ
タ

遺
跡
か
ら
、
マ
ン
モ
ス
の
牙
か
ら
作
ら
れ
た
女
神
像
が
発
見
さ
れ
て
い

(

注
３)

る
。

熊
を
ト
ー
テ
ム

(

動
物
霊
信
仰
の
対
象)

と
す
る
ア
イ
ヌ
人
は
、
イ
ヨ
マ
ン
テ

(

熊

の
神
送
り)

と
い
う
呪
術
的
な
儀
式
を
行
っ
て
い
る
。
霊
界
か
ら
、
精
霊
が
熊
の
毛
皮

と
肉
を
ま
と
っ
て
現
世
に
や
っ
て
き
て
、
人
間

(

ア
イ
ヌ)

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
再

び
霊
界
に
帰
る
と
き
に
、
感
謝
の
意
を
籠
め
て
、
ま
つ
る
。

(

三)

関
係
と
言
語

意
識
を
持
っ
た
人
間
は
、
関
係
の
な
か
で
生
き
る
。

人
間
の
生
活
は
、
経
済
生
活
と
感
情
生
活
か
ら
成
る
。
社
会
生
活
と
個
人
の
生
活
に

分
化
す
る
。

も
の
と
の
関
わ
り
で
、
こ
こ
ろ
の
は
た
ら
き
が
生
じ
る
。
こ
こ
ろ
の
は
た
ら
き
に
、

感
動
が
あ
り
、
指
示
が
あ
り
、
ひ
と
に
伝
え
る
。
こ
こ
ろ
の
は
た
ら
き
に
、
主
体
の
感

動
と
も
の
の
指
示
と
い
う
二
重
性
が
あ
る
。
自
分
と
も
の

(

事
物)

と
の
関
係
、
自
分

と
ひ
と

(

他
者)

と
の
関
係
と
い
う
関
係
の
二
重
性
が
あ
る
。

こ
こ
ろ
は
も
の
を
指
示
し
な
が
ら
、
も
の
へ
の
お
も
い
を
も
感
動
と
し
て
示
す
。
も

の
へ
の
お
も
い
に
は
、
も
の
に
よ
せ
る
お
も
い
と
、
も
の
か
ら
ひ
ろ
が
る
お
も
い
と
が

あ
る
。
も
の
と
の
か
か
わ
り
を
ひ
と
に
つ
た
え
る
と
き
、
ひ
と
と
の
か
か
わ
り
が
生
じ

る
。自

分
だ
け
の
こ
と
ば

(

私
的
言
語)

は
ひ
と
に
は
通
じ
な
い
し
、
こ
と
ば
に
は
な
ら

な
い
。
こ
と
ば
は
、
自
分
に
と
っ
て
こ
こ
ろ
の
な
か
に
あ
り
、
ほ
か
の
人
に
と
っ
て
こ

こ
ろ
の
な
か
に
あ
る
。

(

四)

人
類
の
進
化
と
言
語
の
起
源

七
百
万
年
前
に
人
類
が
出
現
し
た
と
さ
れ
る
。

直
立
二
足
歩
行
に
よ
っ
て
、
視
野
が
広
が
り
、
も
の
の
認
知
が
広
が
り
、
こ
と
の
認

識
が
深
ま
り
、
様
々
な
も
の
ご
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
頭
骨
と
脊
柱
が
直
立
し
、

共
鳴
腔

(

口
と
咽
喉
の
間)

が
広
が
り
、
様
々
な
音
声
が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
。
二
百

五
十
万
年
前
に
言
語
の
芽
生
え
が
現
れ
た
と
さ
れ
る
。
前
足
が
手
と
な
り
、
手
を
使
う

こ
と
か
ら
、
模
様
を
か
き
、
道
具
を
作
る
よ
う
に
な
る
。
五
万
年
前
に
パ
タ
ー
ン
化
し

た
模
様
の
組
合
せ
が
現
れ
、
五
千
年
前
に
文
字
が
出
現
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
と
ば
は
内
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
道
具
は
外
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
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(

五)

言
語
進
化
の
過
程

音
声
反
応
と
場
と
の
直
接
的
な
結
合
に
よ
る
反
応
的

(

感
染
的)

段
階

(

第
一
段
階)

が
あ
り
、
有
節
音
声
と
場
の
な
か
の
指
示
す
る
も
の
や
情
緒
と
の
関
連
づ
け
に
よ
る
分

節
的

(

擬
音
的)

段
階

(

第
二
段
階)

が
あ
り
、
有
節
音
声
や
身
振
り
と
指
示
す
る
も

の
と
の
連
動
に
よ
る
行
動
的

(

実
用
的)

段
階

(

第
三
段
階)

が
あ
る
と
さ
れ
る
。
第

三
段
階
で
は
、
並
行
し
て
、
唱
え
言
や
呪

ま
じ
な
い
と
指
示
す
る
も
の
と
の
神
秘
的
な
関
連
づ

け
に
よ
る
呪
術
的

(

儀
式
的)

用
法
が
あ
り
、
語
り
や
身
振
り
と
指
示
す
る
も
の
と
の

比
喩
的
な
関
連
づ
け
に
よ
る
物
語
的

(

伝
承
的)

用
法
が
あ
る
と
さ
れ

(

注
４)

る
。

さ
ら
に
、
有
節
音
声
や
文
字
の
連
な
り
と
意
識
の
な
か
で
指
示
す
る
も
の
ご
と
と
の

関
連
づ
け
に
よ
る
認
識
的

(

思
想
的)

段
階

(

第
四
段
階)

が
あ
る
。

思
考
の
方
法
と
し
て
の
言
語
で
あ
る
。
内
言

(

こ
こ
ろ
の
な
か
の
こ
と
ば)

に
よ
っ

て
考
え
た
り
、
日
記
に
書
い
て
想
い
を
ま
と
め
た
り
、
友
達
と
話
し
合
っ
て
考
え
を
広

げ
た
り
、
文
章
に
書
い
て
考
え
や
想
い
を
展
開
し
た
り
要
約
し
た
り
す
る
。

(

六)

発
達
と
言
語
の
獲
得

胎
生
期
に
は
、
人
間
と
な
る
可
能
性
が
遺
伝
子
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
、
胎
盤
を
通
じ

て
母
親
の
血
液
が
浸
透
し
て
栄
養
や
ホ
ル
モ
ン
が
伝
達
さ
れ
、
神
経
系
を
含
む
身
体
が

形
成
さ
れ
る
。
感
覚
、
運
動
、
感
情
の
芽
生
え
が
あ
り
、
母
親
の
声
に
応
答
す
る
。

誕
生
に
際
し
て
、
す
で
に
母
親
の
声
を
記
憶
し
て
い
て
聞
き
分
け
る
。

胎
生
期
か
ら
新
生
児
期
に
か
け
て
、
脳
幹
、
大
脳
辺
縁
系
を
中
心
に
神
経
系
が
発
達

し
、
神
経
細
胞

(

ニ
ュ
ー
ロ
ン)

の
接
合
部

(

シ
ナ
プ
ス)

が
形
成
さ
れ
る
。

母
親
に
対
す
る
愛
着
と
依
存
が
強
ま
り
、
母
子
一
体
的
交
歓
が
見
ら
れ
る
。
感
情
は

自
他
未
分
化
の
ま
ま
で
あ
る
。

新
生
児
期

(

生
後
一
か
月
以
内)

に
は
、
異
な
る
二
つ
の
聴
覚
刺
激
の
区
別
、
光
刺

激
へ
の
明
暗
反
応
、
光
と
音
の
動
き
へ
の
追
視
、
図
形
の
弁
別
、
に
お
い
の
区
別
な
ど

が
見
ら
れ
る
。
立
た
せ
た
姿
勢
で
の
自
動
歩
行
が
見
ら
れ
る
。
世
界
と
関
わ
ろ
う
と
す

る
無
意
識
的
な
欲
求
が
あ
る
。

物
理
音
と
言
語
音
を
区
別
し
、
成
人
の
語
り
か
け
に
反
応
し
、
口
や
舌
の
動
き
に
共

鳴
す
る
。
母
親
の
乳
や
か
ら
だ
の
に
お
い
を
区
別
し
、
唇
の
吸
う
動
き
と
休
む
動
き
の

サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
母
親
の
あ
や
し
を
求
め
る
。
母
子
の
間
で
目
を
見
合
わ
せ
て
、
自

発
的
に
微
笑
す
る
。
ま
ど
ろ
み
の
な
か
で
、
無
意
識
的
な
身
震
い

(

抱
き
つ
く
動
作)

や
空か
ら

吸
い
、
微
笑
、
原
始
反
射
、
刺
激
に
対
す
る
手
の
把
握
反
射
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

人
間
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
無
意
識
的
な
意
欲
が
あ
る
。

乳
児
期

(

生
後
一
年
以
内)

に
は
、
脳
幹
、
大
脳
辺
縁
系
、
大
脳
新
皮
質
右
半
球
を

中
心
に
発
達
し
、
神
経
細
胞
接
合
部

(

シ
ナ
プ
ス)

が
増
加
し
、
神
経
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
形
成
さ
れ
る
。

生
後
一
か
月
で
物
に
対
す
る
誘
発
的
微
笑
、
生
後
一
、
二
か
月
で
あ
い
ま
い
母
音
の

発
声

(

ク
ー
イ
ン
グ)

、
生
後
二
か
月
で
人
の
笑
顔
に
対
す
る
誘
発
的
微
笑
、
生
後
三

か
月
で
咽
喉
の
構
造
の
変
化
、
笑
い
、
生
後
四
か
月
で
母
子
の
間
で
の
同
じ
物
へ
の
眼

差
し
、
物
へ
の
手
伸
ば
し
、
生
後
五
、
六
か
月
で
反
復
喃
語
、
物
へ
の
手
さ
し
、
視
線
・

表
情
・
身
振
り
・
音
声
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
生
後
六
〜
八
か
月
で
体
感
的

認
知

(

物
を
つ
か
む
、
落
と
す
、
眺
め
る
、
な
め
る)

、
手
の
動
き
と
同
期
す
る
笑
い

や
喃
語
、
生
後
八
か
月
で
物
の
部
分
か
ら
全
体
へ
の
類
推
、
伝
い
歩
き

(

遠
近
感)

に

よ
る
物
の
位
置
の
認
知
、
生
後
八
、
九
か
月
で
音
調
型
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
機
能
的
分
化
、
他
者
模
倣

(

即
時
模
倣)

、
生
後
九
、
十
か
月
で
物
へ
の
指
さ
し
、

生
後
十
か
月
で
母
子
の
間
で
の
物
の
や
り
と
り
、
生
後
十
、
十
一
か
月
で
物
の
凝
視
、

生
後
十
一
か
月
で
物
を
指
さ
し
て
親
の
顔
を
見
る
要
求
、
物
を
手
に
し
て
親
に
示
す
提

示
、
一
歳
近
く
で

｢

ふ
り｣

を
す
る
遊
び

(

自
己
模
倣

(

延
滞
模
倣))

が
見
ら
れ
、

言
語
の
獲
得
へ
の
準
備
が
さ
れ
る
。

｢

イ
ナ
イ
イ
ナ
イ
バ
ー｣

遊
び
を
通
じ
て
、｢

も
の｣

が
時
間
の
な
か
で
同
一
で
は

な
い

(

出
現
し
た
り
消
滅
し
た
り
す
る)

と
い
う

｢

こ
と｣

を
発
見
す
る
。

自
他
の
意
識
は
未
分
化
で
あ
る
が
、
母
親
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
愛
着
、
安
心
、

違
和
感
、
不
安
な
ど
の
感
情
を
自
覚
す
る
。
母
子
関
係
が
そ
の
後
の
人
間
関
係

(

人
間

に
対
す
る
信
頼
感
あ
る
い
は
不
信
感)

の
モ
デ
ル
と
な
る
。
母
親
を
媒
介
と
す
る
様
々

な
物
や
人

(

父
親
な
ど)

と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
関
係
を
認
識
し
、
思
考
が
芽
生
え

る
。
人

(

父
親
な
ど)

と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
社
会
的
な

(

人
間
関
係
的
な)

感
情

が
芽
生
え
る
。
様
々
な
感
情
や
思
考
の
あ
ら
わ
れ
る
場

(

こ
こ
ろ)

が
広
が
る
。

幼
児
期
に
は
、
一
歳
頃
に
喉
頭
の
位
置
が
下
が
り
、
共
鳴
腔
が
広
が
る
。
二
〜
五
歳

に
脳
梁

(

左
右
脳
を
つ
な
ぐ
神
経
路
の
束)

が
形
成
さ
れ
、
左
右
脳
が
分
化
し
始
め
る
。

右
脳

(

イ
メ
ー
ジ
脳)

が
中
心
で
あ
る
が
、
左
脳

(

言
語
野
を
含
む
論
理
脳)

も
機
能
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河原修一：心的現象から言語現象へ

し
始
め
る
。

一
歳
頃
に
初
語

(

表
出
に
近
い
発
話)

が
あ
ら
わ
れ
、
一
歳
過
ぎ
に
イ
メ
ー
ジ

(

心

象)

が
形
成
さ
れ
、
一
歳
三
か
月
頃
に
一
語
文
に
よ
る
会
話

(

一
語
発
話)

と
な
る
。

一
歳
六
か
月
頃
に
想
像
力
が
芽
生
え
、
自
他
の
差
異
を
認
知
し
、
積
木
の
見
立
て

(

象

徴)
や
対
話
中
の
指
さ
し
が
見
ら
れ
、
二
語
文
に
よ
る
会
話
が
あ
ら
わ
れ
る
。
一
歳
八

か
月
頃
に
三
語
以
上
文
に
よ
る
会
話

(

決
意
、
推
量
、
否
定
、
疑
問
な
ど)

が
見
ら
れ

る
。
自
我
が
芽
生
え
、
意
志
が
明
確
化
す
る
。
言
語
の
獲
得
に
際
し
て
は
、
混
同
心
性

が
見
ら
れ
る
。
二
歳
に
は
爆
発
的
な
お
し
ゃ
べ
り
、
三
歳
に
は
こ
と
ば
の
使
用
の
慣
れ
、

四
歳
に
は
生
き
生
き
し
た
言
語
表
現
や
洒
落
が
見
ら
れ
る
。
言
語
の
使
用
に
際
し
て
は
、

複
合
が
見
ら
れ
る
。

一
、
二
歳
に
は
な
ぐ
り
描
き
、
三
、
四
歳
に
は
イ
メ
ー
ジ
の
線
描
が
見
ら
れ
る
。

三
、
四
歳
か
ら
空
想
に
よ
る
ご
っ
こ
遊
び
が
活
発
に
な
る
。
四
、
五
歳
に
は
、
一
人

遊
び
か
ら
集
団
の
遊
び
に
移
行
す
る
。
物
や
情
報
の
交
換
や
役
割
の
交
替
と
い
う
社
会

的
な
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
。

三
、
四
歳
で
独
言

(

ひ
と
り
ご
と)

に
よ
る
遊
び
、
独
立
し
た
記
号
と
し
て
文
字
を

読
む
こ
と

(

た
ど
り
読
み)

、
四
、
五
歳
で
内
言
(
こ
こ
ろ
の
な
か
の
こ
と
ば)

、
独
立

し
た
記
号
と
し
て
文
字
を
書
く
こ
と
、
五
、
六
歳
で
絵
本
を
読
む
こ
と
、
絵
本
を
作
る

こ
と
、
六
、
七
歳
で
文
章
を
綴
る
こ
と
、
絵
日
記
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

七
、
八
歳
頃
ま
で
に
、
内
面
と
現
実
を
区
別
す
る
よ
う
に
な
る
。

歩
行

(

一
歳
前
後)

と
い
う
運
動
と
知
覚
の
協
働
に
よ
っ
て
、
行
動
範
囲
が
拡
大
し
、

環
境

(

認
知
さ
れ
る
世
界)

が
広
が
る
。
母
親
へ
の
心
理
的
依
存
が
強
く
、
た
え
ず
そ

の
存
在
を
確
認
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
離
れ
て
は
様
々
な
物
や
人
と
の
関
係
を
広
げ
、

ま
た
戻
る
。
自
分
を
動
く
点
と
す
る
様
々
な

｢

も
の｣

の
動
き
か
ら
、｢
も
の｣

と
｢

も
の｣

と
の
相
対
的
な
関
係
を
認
識
す
る
。
自
分
の
動
き

(

時
間
の
経
過)
に
よ
っ

て
、｢

も
の｣

が
出
現
し
た
り
、
変
形
し
た
り
、
消
滅
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、｢

も
の｣

が
同
じ
と
見
え
る
が
同
じ
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
つ
ま
り

｢

も
の｣

の
位
置
・
性
質
・

数
・
量
の
変
化

(｢

な
る｣

と
い
う
こ
と)

を
認
識
す
る
。
ま
た
、
行
為
と
結
果

(

効

果
、
影
響)

と
い
う
因
果
関
係

(｢

す
る｣

と
い
う
こ
と)

を
発
見
す
る
。
歩
く
こ
と

に
よ
っ
て
刻
々
と
環
境
が
変
化
し
、
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
動
す
る
た
め
に

は
、
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
意
志
が
形
成
さ
れ
、
認
識
が
広
が
り
、
自
我
が
芽

生
え
る
。
自
己
の
欲
求
が
遊
び
仲
間

(

他
者)

に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
自

分
に
心
が
あ
る
よ
う
に
他
者
に
も
心
が
あ
る
こ
と
を
識
り
、
自
他
の
違
い
を
認
識
し
、

自
己
を
認
識
す
る

(

自
意
識
が
あ
ら
わ
れ
る)

。

積
木
遊
び
や
ま
ま
ご
と
遊
び
な
ど
を
通
じ
て
、
想
像
力
に
よ
っ
て
、
象
徴
と
い
う
心

的
機
能
を
身
に
つ
け
る
。

少
年
期

(

児
童
期)

に
は
、
左
右
脳
が
分
化
す
る
。
心
身
も
外
界
も
一
体
化
し
て
活

動
し
、
自
分
と
は
何
か
と
思
い
悩
む
こ
と
が
な
い
。
感
情
の
発
達
と
分
化
、
知
的
好
奇

心
の
発
達
が
見
ら
れ
る
。
活
発
な
言
語
活
動

(

日
常
会
話)

が
見
ら
れ
る
が
、
内
言
は

未
熟
で
あ
る
。
内
言
や
イ
メ
ー
ジ
を
絵
日
記
に
し
て
記
述
す
る
が
、
後
に
は
絵
を
必
要

と
し
な
く
な
る
。
集
団
生
活
を
通
じ
て
、
社
会
的
感
情
が
発
達
す
る
。
自
己
の
欲
求
と

他
者
の
欲
求
の
衝
突
か
ら
和
解
へ
向
か
う
経
験
に
よ
っ
て
、
人
間
関
係
の
ル
ー
ル
を
学

ぶ
。
言
語
の
使
用
に
際
し
て
は
、
擬
似
概
念
も
見
ら
れ
る
が
、
学
校
教
育
を
通
じ
て
、

概
念
と
の
対
応
を
理
解
す
る
。

青
年
期

(

思
春
期)

に
は
、
左
脳

(

論
理
脳)

が
発
達
し
、
左
右
脳
が
拮
抗
す
る
。

脳
梁
が
太
く
、
情
緒

(

イ
メ
ー
ジ
、
直
感)

脳
と
論
理
脳
の
機
能
が
交
錯
し
て
混
合
し

た
り
統
合
さ
れ
た
り
す
る
女
性
脳
と
、
脳
梁
が
細
く
、
情
緒

(

イ
メ
ー
ジ
、
直
感)

脳

と
論
理
脳
の
機
能
が
分
離
し
や
す
い
男
性
脳
と
、
神
経
系
と
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
の
違
い

と
も
相
ま
っ
て
、
性
差
が
あ
ら
わ
れ
る
。
自
意
識
が
発
達
し
、
心
身
の
異
和
、
心
身
と

外
界
の
異
和
を
覚
え
、
自
分
と
は
何
か
、
自
分
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
と
問
う
。
心
的

現
象
が
あ
ら
わ
れ
、
心
的
領
域

(

心
的
世
界)

が
自
覚
さ
れ
る
。
自
意
識
は
、
他
者
へ

の
意
識
と
な
り
、
自
他
を
比
較
す
る
。
自
我
の
目
覚
め
、
他
者
存
在
の
認
識
、
孤
独
の

自
覚
が
明
確
に
な
る
。
自
他
の
存
在
や
生
き
方
、
関
係
を
大
切
に
し
、
自
己
実
現
、
交

友
、
恋
愛
に
向
か
う
。
経
済
的
あ
る
い
は
精
神
的
な
自
立
に
向
け
て
、
家
族
や
社
会
の

体
制
と
軋
轢
を
生
じ
、
対
立
す
る
こ
と
も
あ
る
。
恋
愛
感
情
が
生
じ
て
、
精
神
的
情
操
、

社
会
的
倫
理
感
、
論
理
的
思
考
、
情
緒
的
感
受
性
、
性
的
衝
動
な
ど
の
間
で
葛
藤
が
あ

ら
わ
れ
る
が
、
性
差
が
あ
り
、
遺
伝
や
経
験
、
状
況
な
ど
に
応
じ
て
、
個
人
差
が
あ
る
。

聞
き
手
を
含
む
場
へ
の
配
慮
や
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
精
神
の
目
覚
め
に
よ
っ

て
、
哲
学
、
芸
術
、
宗
教
に
向
か
う
こ
と
も
あ
る
。

自
ら
の
存
在
の
意
味
を
問
う
内
言
に
よ
っ
て
、
感
情
や
思
考
を
跡
づ
け
る
。
こ
と
ば

に
よ
っ
て
、
こ
こ
ろ

(

心
的
現
象
、
心
的
機
能
、
心
的
活
動
、
心
的
領
域
、
心
的
世
界)

を
自
覚
す
る
。
自
我
の
形
成
と
確
認
の
た
め
に
、
思
考
の
方
法
と
し
て
の
言
語
を
使
用

す
る
。
読
書
や
日
記
、
エ
ッ
セ
ー
、
創
作
な
ど
の
言
語
表
現
を
通
じ
て
、
自
分
に
と
っ
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て
固
有
な
観
念
や
抽
象
概
念
、
精
神
的
な
直
観
を
獲
得
す
る
。
一
方
、
場
に
配
慮
し
た

言
語
表
現
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
的
生
存
の
た
め
の
言
語
を
使
用
す
る
。
こ
と

ば
の
も
つ
語
感

(

ニ
ュ
ア
ン
ス)

や
含
み

(

暗
示)

な
ど
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
。

成
人
期
以
降
は
、
個
人
の
資
質
や
社
会
的
環
境
に
応
じ
て
、
個
人
差
が
甚
だ
し
い
。

経
験
に
よ
っ
て
、
感
情
と
思
考
を
制
御
す
る
方
法
を
身
に
つ
け
、
価
値
観
に
応
じ
て
、

自
己
の
特
性
を
伸
ば
し
て
社
会
的
に
生
か
そ
う
と
努
力
し
、
達
成
度
に
つ
い
て
自
ら
納

得
し
、
衰
え
を
識
っ
て
後
生
に
託
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
心
的
に
は
、
生
活
感
情
や
個

人
的
経
験
に
基
づ
く
思
考
を
発
達
さ
せ
人
間
関
係
を
重
ん
じ
た
り
、
集
団
の
活
動
の
な

か
で
人
間
心
理
に
通
達
し
た
り
、
男
女
の
情
の
機
微
に
通
じ
て
個
人
的
な
関
係
を
重
ん

じ
た
り
、
個
人
の
技
能
の
熟
達
に
専
念
し
た
り
す
る
。
日
常
的
な
人
間
関
係
や
社
会
的

感
情
を
超
え
て
、
精
神
的
価
値
を
追
求
す
る
こ
と
も
あ
る
。

成
人
前
期

(

少
荘
期)

に
は
、
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
に
十
分
慣
れ
、
社
会
的
に
経

験
を
積
み
、
外
に
向
か
っ
て
活
動
を
広
げ
よ
う
と
す
る
。

成
人
後
期

(

初
老
期)

に
は
、
若
い
頃
と
は
違
う
自
分
へ
の
戸
惑
い
、
受
け
入
れ
難
さ

か
ら
、
人
生
に
お
け
る
価
値
観
の
転
換
を
図
ろ
う
と
す
る
。

老
年
期
に
は
、(

若
者
達
を
中
心
と
し
た)
世
界
と
の
違
和
感
、
自
分
の
世
界
を
否

定
さ
れ
た
よ
う
な
疎
外
感
、
寂
寥
感
か
ら
、
諦
念
に
至
る
。

成
人
期
以
降
は
、
場
に
配
慮
し
た
言
語
表
現
に
熟
達
し
、
社
会
的
生
存
の
た
め
の
言

語
を
使
用
す
る
。
こ
と
ば
の
も
つ
語
感

(

ニ
ュ
ア
ン
ス)
や
含
み

(

暗
示
、
婉
曲
、
世

辞
、
冗
談
、
洒
落
、
ユ
ー
モ
ア
、
諧
謔
、
皮
肉
、�)
な
ど
を
駆
使
す
る
。
精
神
的
な

象
徴
と
し
て
の
言
語
表
現

(

精
神
の
表
象
と
し
て
の
言
語)

を
創
出
す
る
こ
と
も
あ
る
。

概
括
す
れ
ば
、
少
年
期

(

児
童
期)

に
は
具
体
的
表
現
、
青
年
期

(
思
春
期)

に
は

情
緒
的
表
現
、
論
理
的
表
現
、
成
人
期
に
は
暗
示
的
表
現
、
婉
曲
的
表
現
、
象
徴
的
表

現
が
見
ら
れ
る
。

(

七)

こ
と
ば
と
は
何
か

も
の
ご
と
に
触
れ
て
、
様
々
な
想
い
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
こ
ろ
か
ら
こ
こ
ろ
へ
は
伝

わ
ら
な
い
か
ら
、
も
の
の
か
た
ち
で
示
そ
う
と
す
る
。
集
合
的
な
こ
こ
ろ
が
、
約
束
ご

と

(

共
通
理
解)

に
基
づ
い
て
、
も
の
の
か
た
ち

(

人
の
声
や
模
様
の
共
通
部
分
の
組

合
せ)

で
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
や
り
と
り
す
る
。

こ
と
ば
は
、
こ
こ
ろ
か
ら
か
ら
だ
を
と
お
し
て
か
た
ち
と
な
っ
て
、
み
な
の
こ
こ
ろ

で
む
す
ば
れ
る
。

こ
と
ば
は
、
生
存
の
た
め
に
社
会
的
必
要
か
ら
、
人
間
と
し
て
生
き
る
た
め
に
個
人

の
表
現
の
必
然
か
ら
、
も
の
を
う
つ
し
た
り
お
も
い
を
あ
ら
わ
し
た
り
す
る
自
分
だ
け

の
こ
こ
ろ
の
な
か
の
か
た
ち

(

心
象)

か
ら
、
か
ら
だ

(

身
体
器
官)

を
と
お
し
て

(

咽
喉
や
口
を
使
っ
て
、
手
を
使
っ
て)

お
と

(

音
声)

や
も
よ
う

(

文
字)

な
ど
の

か
た
ち
に
な
っ
て
、
ほ
か
の
人(

仲
間)

の
こ
こ
ろ
の
な
か
の
か
た
ち(

心
象)

に
な
っ

て
、
み
な
の
こ
こ
ろ
で

(

約
束
ご
と
と
し
て)

む
す
ば
れ
る
。

言
語
と
は
、
人
間
と
し
て
生
存
す
る
た
め
に
、
個
人
の
心
象
が
声
や
模
様
な
ど
の
節

目
の
あ
る
か
た
ち
に
な
り
、
共
同
体
の
な
か
の
約
束
事
の
体
系
に
よ
っ
て
、
ほ
か
の
成

員
の
心
象
に
再
現

(

再
構
成)

さ
れ
、
意
思
の
疎
通
が
は
か
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(

八)

こ
と
ば
の
伝
達
性
と
伝
承
性

人
間
は
、
想
像
力
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
現
場
を
離
れ
た
も
の
ご
と
を
想
起
し
、

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
定
の
脈
絡

(

場
、
状
況)

の
な
か
で
、
或
る
も
の
ご
と

を
別
の
も
の
ご
と
に
結
び
つ
け
る
象
徴
と
い
う
心
的
機
能
を
も
つ
。
さ
ら
に
、
或
る
集

団
の
な
か
で
、
様
々
な
脈
絡

(

場
、
状
況)

を
通
じ
て
、
約
束
事
に
よ
っ
て
、
或
る
も

の
ご
と
を
別
の
も
の
ご
と
に
結
び
つ
け
る
記
号
と
い
う
心
的
機
能
を
も
つ
。
さ
ら
に
、

或
る
集
団
の
な
か
で
、
様
々
な
も
の
ご
と
や
お
も
い
を
様
々
な
別
の
も
の
ご
と
に
結
び

つ
け
る
記
号
体
系
と
し
て
の
言
語
と
い
う
心
的
機
能
を
も
つ
。

言
語
が
記
号
一
般
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
身
体
に
よ
る
記
号
が
体
系
を
な
し
、
こ
こ

ろ
の
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
、
場
と
の
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
ば
は
、
こ
こ

ろ
の
か
た
ち
の
や
り
と
り
の
し
る
し
で
あ
り
、
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

或
る
集
団
の
な
か
で
、
こ
と
ば
と
い
う
記
号
体
系
を
支
え
る
約
束
事
の
体
系
と
い
う

共
通
理
解
を
前
提
と
し
基
盤
と
し
て
、
場

(

脈
絡
、
状
況)

を
判
断
し
理
解
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
相
互
の
意
思
の
疎
通

(

伝
達
と
理
解)

が
可
能
に
な
る
。
こ
と
ば
に
つ
い

て
の
約
束
事
の
理
解
が
不
十
分
だ
っ
た
り
、
場
の
判
断
に
行
き
違
い
が
生
じ
た
り
す
る

と
き
、
相
互
理
解
に
は
至
ら
な
い
で
、
誤
解
が
生
じ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
と
限
界
性

(

一
致
、
不
一
致)

は
、
同
じ
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
的
、

集
合
的
な
経
験
に
よ
る
認
識
体
系
、
価
値
体
系

(

価
値
観)

の
共
通
性
と
差
異
性
に
由

来
す
る
。

－ 29 －



河原修一：心的現象から言語現象へ

遺
伝
子
は
、
個
人
の
身
体
を
越
え
て
、
心
身
の
形
質
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
と
ば
は
、
個
人
の
生
命
を
越
え
て
、
人
間
と
し
て
の
生
存
の
営
み

(

文
化)

を
伝

え
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
文
化
の
遺
伝
子
で
あ
る
。

四
、
主
体
的
な
心
の
働
き
か
ら
客
体
化
と
い
う
心
の
働
き
へ
の
異
化

表
す
人
の
意
志
が
あ
り
、
表
さ
れ
る
様
々
な
感
情
や
思
考
な
ど
が
あ
る
。
表
す
も
の

も
、
表
さ
れ
る
も
の
も
、
心
か
ら
発
し
て
い
る
。
し
か
し
、
表
現
す
る
時
点
で
、
心
は

分
離
し
て
い
る
。
自
家
撞
着

(

自
同
律
の
矛
盾)

と
し
て
突
き
放
す
の
で
は
な
く
、
或

る
次
元
で
自
家
撞
着
と
見
な
さ
れ
る
現
象
が
、
心
的
現
象
の
一
端
で
あ
る
と
捉
え
る
。

自
意
識
に
よ
る
意
識
の
分
裂
で
は
な
く
、
見
ら
れ
る
自
分
に
対
し
て
、
見
る
自
分
は
、

心
的
な
意
識
を
超
越
し
た
次
元
の
高
い
精
神
的
な
意
識
の
芽
生
え
で
あ
る
。

心
的
現
象
か
ら
言
語
現
象
へ
と
い
う
過
程

(

プ
ロ
セ
ス)

を
考
え
る
と
き
、
心
的
現

象
も
言
語
現
象
も
心
か
ら
発
し
て
い
る
が
、
後
者
は
前
者
か
ら
分
離

(

異
化)

さ
れ
、

主
体
的
な
も
の
が
よ
り
客
体
的
な
も
の
へ
と
次
元
を
変
え
な
が
ら
移
行
す
る
。
こ
こ
ろ

の
か
た
ち
は
、
し
る
し
と
し
て
の
も
の
の
か
た
ち
に
仮
託
さ
れ
る
。
異
な
る
次
元
へ
の

移
行
が
、
言
語
現
象
の
本
質
の
一
端
で
あ
る
と
捉
え
る
。

(

一)

も
の
の
か
た
ち
と
こ
こ
ろ
の
か
た
ち

も
の
の
か
た
ち
と
こ
こ
ろ
の
か
た
ち

(

心
象)

と
は
、
か
た
ち
と
は
い
っ
て
も
次
元

が
異
な
る
。

も
の
の
か
た
ち
は
、
五
官

(

五
つ
の
感
覚
器
官)

と
脳
脊
髄
神
経
系

(
感
覚
神
経
と

脳)

に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
、
外
界
お
よ
び
身
体
は
実
在
感
を
伴
う
。
こ
こ
ろ
の
か
た
ち

は
脳
の
機
能
に
よ
っ
て
自
覚
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
か
た
ち
と
し
て
は
知
覚
さ
れ
な
い
。

こ
こ
ろ
と
い
う
と
き
、
心
的
機
能
、
心
的
活
動
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
働
き
を
指
し
た
り
、

心
的
領
域
、
心
的
世
界
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
働
く
場

(

心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場)

を
指
し

た
り
、
心
的
現
象
と
い
う
こ
こ
ろ
の
働
き
と
働
く
場
の
あ
ら
わ
れ
を
指
し
た
り
す
る
。

心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
は
、
直
観
的
な
想
像
力
に
よ
っ
て
洞
察
さ
れ
る
。
こ
こ
ろ
と
い

う
場
は
、
ひ
ろ
が
り
や
大
き
さ
も
わ
か
ら
な
い

(

比
喩
的
に
は

｢

心
が
広
い｣

｢

心
が

大
き
い｣

と
い
う)

が
、
一
定
の
範
囲
が
感
じ
ら
れ
る
。
心
的
活
動
と
い
う
と
き
、
感

覚
、
感
情
、
思
考
、
直
観
な
ど
を
想
定
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
動
き

(

比
喩
的
に

は

｢

激
痛
が
走
る｣
｢

喜
び
が�
れ
る｣

｢

計
画
を
立
て
る｣

｢

ア
イ
デ
ア
が
閃
く｣

と

い
う)

が
感
じ
ら
れ
る
。
心
的
機
能
と
い
う
と
き
、
気
分
を
想
定
す
れ
ば
、
高
低
、
明

暗
、
広
が
り
な
ど

(

比
喩
的
に
は

｢

気
分
が
高
揚
す
る｣

｢

気
持
ち
が
明
る
い｣

｢

気
持

ち
が
晴
れ
る｣

と
い
う)

が
感
じ
ら
れ
る
。
心
的
活
動
は
動
的
で
あ
り
、
心
的
機
能
は

静
的
で
あ
る
。
心
的
機
能
は
、
心
的
活
動
の
前
提
あ
る
い
は
基
礎
と
な
る
こ
こ
ろ
の
働

き
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
の
働
き
と
働
く
場
は
連
動
し
て
い
て
、
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き

け
れ
ば
、
こ
こ
ろ
の
働
き
は
活
発
と
な
り
、
こ
こ
ろ
の
働
く
場
は
ひ
ろ
が
っ
て
大
き
く

感
じ
ら
れ
る
。
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
心
的
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

心
的
活
動
の
う
ち
、
知
覚
は
思
考
の
一
種
と
も
見
な
さ
れ
る
。

感
覚
的
知
覚
の
う
ち
、
視
覚
的
知
覚
は
、
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
が
も
の
の
か
た
ち
に
近

づ
く
。
視
点
か
ら
外
界
の
事
物

(

対
象)

ま
で
の
方
向
と
距
離
に
よ
っ
て
、
視
角
が
限

定
さ
れ
、
も
の
の
一
部
の
か
た
ち

(

輪
郭
、
明
暗
、
色
彩
、
奥
行
き)

が
捉
え
ら
れ
る
。

視
点
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
限
定
さ
れ
た
視
角
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
的
な
か

た
ち
が
残
像
と
な
り
、
心
の
な
か
で
合
成
さ
れ
て
、
も
の
の
全
部
の
か
た
ち

(

全
容)

が
捉
え
ら
れ
る
。
も
の
の
一
部
か
ら
全
体
が
類
推
さ
れ
る
想
像
力
の
働
き
も
関
与
し
て

い
る
。
認
識
の
枠
組
と
し
て
は
、
三
次
元
の
空
間
の
な
か
に
、
よ
り
小
さ
い
三
次
元
の

事
物
が
あ
る
と
い
う
前
提
に
よ
る
。

聴
覚
的
知
覚
は
、
空
間
の
な
か
に
あ
る
事
物
の
発
す
る
音
と
い
う
波
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
全
空
間
を
伝
っ
て
、
一
定
の
時
間
の
な
か
で
捉
え
ら
れ
る
。
こ

こ
ろ
の
か
た
ち
は
、
も
の
の
運
動
や
活
動
を
示
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、

時
間
を
区
切
る
響
き
と
な
る
。
大
き
さ
と
方
向
性
と
距
離
感
が
あ
る
。

嗅
覚
的
知
覚
は
、
気
体
の
な
か
の
化
学
物
質
が
身
体
に
浸
透
し
て
、
そ
の
濃
淡
と
質

が
、
強
弱
と
い
う
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
と
し
て
、
捉
え
ら
れ
る
。

味
覚
的
知
覚
は
、
液
体
の
な
か
の
化
学
物
質
が
身
体
に
浸
透
し
て
、
そ
の
濃
淡
と
質

が
、
強
弱
と
い
う
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
と
し
て
、
捉
え
ら
れ
る
。

触
覚
的
知
覚
は
、
主
体
の
動
き
の
反
作
用
と
し
て
、
も
の
の
か
た
ち
の
一
部
で
あ
る

輪
郭
と
抵
抗
感

(

剛
柔
の
動
き)

が
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
と
な
る
。

痛
覚
、
痒
覚
、
温
覚
、
冷
覚
な
ど
に
よ
る
知
覚
は
、
外
界
や
身
体
の
状
況
へ
の
反
応

と
し
て
、
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
が
一
定
の
ひ
ろ
が
り
や
動
き
と
な
る
。

重
力
感
覚
に
よ
る
知
覚
は
、
重
力
差
と
し
て
、
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
が
動
き
と
重
量
感

と
な
る
。
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感
覚
的
知
覚
に
伴
う
快
不
快
は
、
原
初
的
な
感
情
で
あ
る
。
受
容
器
か
ら
感
覚
神
経
、

大
脳
辺
縁
系
か
ら
大
脳
新
皮
質
の
感
覚
野
、
連
合
野
、
再
び
大
脳
辺
縁
系
に
至
る
神
経

路
の
途
上
で
、
大
脳
辺
縁
系
で
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
に
影
響
さ
れ
る
。
情
緒
的
な
感

慨
や
美
意
識
は
、
大
脳
新
皮
質
の
機
能
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

心
的
活
動
の
う
ち
、
記
憶

(

想
起)

や
想
像
は
、
想
像
力
の
働
き
が
関
与
す
る
思
考

の
一
種
で
、
感
覚
や
感
情
と
も
関
わ
る
。

外
界
の
も
の
の
か
た
ち
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
記
憶
や
想
像
に
よ
っ
て
、
時
間
を
過
去

や
未
来
に
、
空
間
を
別
の

(

ま
た
は
架
空
の)

空
間
に
ず
ら
し
た
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
は
、

も
の
の
か
た
ち
を
曖
昧
に
し
た
ぼ
や
け
た
か
た
ち
で
あ
る
。
視
覚
的
な
心

(

注
５)

像
は
、
空
間

的
な
輪
郭
で
あ
る
。
奥
行
き
や
明
暗
、
色
、
質
感
な
ど
は
定
か
で
な
い
。
聴
覚
的
な
心

像
は
、
時
間
的
な
輪
郭
で
あ
る
。
質
感
は
定
か
で
な
い
。
触
覚
的
な
心
象
は
、
輪
郭
と

質
感
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
痛
覚
、
痒
覚
、
温
覚
、
冷
覚
な
ど
に
よ
る
心
象
は
、

一
定
の
ひ
ろ
が
り
と
動
き
は
あ
っ
て
も
、
輪
郭
は
た
ど
れ
な
い
。
重
力
感
覚
に
よ
る
心

象
も
、
動
き
と
重
量
感
は
あ
っ
て
も
、
輪
郭
は
た
ど
れ
な
い
。
嗅
覚
、
味
覚
に
よ
る
心

象
は
、
一
定
の
ひ
ろ
が
り
と
強
弱
は
あ
っ
て
も
、
輪
郭
は
た
ど
れ
な
い
。

連
想
に
伴
う
情
緒
的
な
感
慨
や
美
意
識
は
、
大
脳
新
皮
質
の
機
能
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
。心

的
活
動
の
う
ち
、
対
象
的
認
識
は
、
五
官
に
よ
る
感
覚
的
知
覚
の
統
合
さ
れ
た
認

知
を
基
礎

(

軸)

に
、
快
不
快
か
ら
展
開
す
る
喜
怒
哀
楽
の
情
動
、
想
像
力
の
働
き
に

よ
る
記
憶

(

想
起)

や
想
像

(

連
想)

に
伴
う
情
緒
、
思
索
、
感
慨
、
ま
た
知
識
や
経

験
に
基
づ
く
思
考
、
さ
ら
に
直
観
や
価
値
意
識
に
よ
る
評
価
や
美
意
識
が
加
わ
っ
て
、

重
層
的
か
つ
総
合
的
な
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
と
な
る
。

個
人
的
な
対
象
的
認
識
は
観
念
、
集
合
的
な
対
象
的
認
識
は
概
念
で
あ
る
。

対
象
が
物
で
な
く
人
で
あ
る
と
き
、
個
人
的
な
人
間
関
係
の
記
憶
に
伴
う
経
験
的
な

感
情
や
評
価
的
認
識
、
社
会
的
な
関
係
の
な
か
で
の
判
断
や
評
価
、
人
間
に
つ
い
て
の

本
質
的
認
識
に
伴
う
理
想

(

あ
る
い
は
諦
念)

、
信
念
な
ど
が
加
わ
っ
て
、
重
層
的
か

つ
総
合
的
な
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
と
な
る
。

心
的
活
動
の
う
ち
、
本
質
的
認
識
は
、
知
識
、
経
験
、
直
観
、
想
像
力
、
価
値
意
識
、

意
志
に
基
づ
く
理
性
的
あ
る
い
は
悟
性
的
な
判
断
お
よ
び
精
神
的
な
情
操

(

希
望
、
信

念
な
ど)

に
よ
る
総
合
的
な
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
と
な
る
。

集
合
的
な
本
質
的
認
識
は
抽
象
概
念
、
直
観
的
な
本
質
的
認
識
は
精
神
的
観
念

(

洞

察)

で
あ
る
。

(

二)

こ
こ
ろ
の
か
た
ち
と
こ
と
ば
の
か
た
ち

も
の
の
か
た
ち
を
契
機
と
し
た
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
が
あ
ら
わ
れ
、
各
個
人
に
共
通
し

た
集
合
的
な
こ
こ
ろ
の
か
た
ち

(

固
有
対
象
、
複
合
、
擬
似
概
念
、
概
念)

の
や
り
と

り
の
し
る
し
と
し
て
の
こ
と
ば
の
か
た
ち
が
約
束
さ
れ
る
。

こ
と
ば
の
か
た
ち
は
、
音
声
言
語
で
あ
れ
ば
聴
覚
的
な
心
像
の
組
立
て

(

時
間
の
軸

に
沿
っ
た
組
合
せ)

と
な
り
、
文
字
言
語
で
あ
れ
ば
視
覚
的
な
心
像
の
組
立
て

(

線
条

的
な
組
合
せ)

と
な
る
。
心
像
の
組
立
て
方
に
は
約
束
事

(

ル
ー
ル)

が
あ
り
、
様
々

な
約
束
事
は
体
系

(

ま
と
ま
り
あ
る
集
ま
り)

を
な
す
。
様
々
な
心
像
の
組
立
て
は
、

潜
在
的
に
並
列
的
か
つ
直
列
的
な

(

す
な
わ
ち
構
成
的
な)

体
系
を
な
す
。
並
列
的
な

潜
在
的
体
系
は
、
無
意
識
を
含
む
意
識
の
ひ
ろ
が
り
と
し
て
の
連
想
に
よ
る
語
彙
体
系

で
あ
る
。
直
列
的
な
潜
在
的
体
系
は
、
文
法
体
系
で
あ
る
。
並
列
的
か
つ
直
列
的
な
潜

在
的
体
系
と
し
て
、
連
語
体
系
と
レ
ト
リ
ッ
ク
体
系
が
あ
る
。

こ
と
ば
は
、
こ
こ
ろ
の
か
た
ち
の
や
り
と
り
の
し
る
し
で
あ
り
、
あ
ら
わ
れ
で
あ
る

が
、
や
り
と
り
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。

心
像
の
組
立
て
と
い
う
こ
と
ば
の
か
た
ち
が
こ
こ
ろ
の
な
か
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、

や
り
と
り
さ
れ
な
い
で
、
自
意
識
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
る
と
き
、
あ
る
い
は
無
意
識
に

自
ら
に
向
か
う
と
き
、
思
考
の
方
法
と
し
て
の
内
言
と
な
る
。
心
像
の
組
立
て
と
い
う

こ
と
ば
の
か
た
ち
が
具
体
化
さ
れ
て
、
身
体
を
通
し
て
、
外
界
に
音
声
ま
た
は
文
字
と

し
て
外
化
さ
れ
る
と
き
、
外
言
と
な
る
。
外
言
の
う
ち
、
こ
と
ば
の
具
体
的
な
か
た
ち

が
や
り
と
り
さ
れ
な
い
で
、
自
意
識
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
る
と
き
、
あ
る
い
は
無
意
識

に
自
ら
に
向
か
う
と
き
、
思
考
の
方
法
で
も
あ
り
情
緒
解
放
の
方
法
で
も
あ
る
独
言
と

な
る
。
外
言
の
う
ち
、
こ
と
ば
の
具
体
的
な
か
た
ち
が
や
り
と
り
さ
れ
れ
ば
、
思
考
の

方
法
で
も
あ
り
意
思
の
疎
通
の
方
法
で
も
あ
る
会
話
ま
た
は
文
章
と
な
る
。

内
言
ま
た
は
独
言
で
は
、
個
人
的
な
こ
こ
ろ
の
か
た
ち

(

観
念)

の
自
分
に
と
っ
て

の
し
る
し
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
会
話
ま
た
は
文
章

(

詩
な
ど)

で
も
、
個
人
的
な
こ

こ
ろ
の
か
た
ち

(

観
念)

や
直
観
的
な
こ
こ
ろ
の
か
た
ち

(

精
神
的
な
観
念)

が
、
独

特
の
連
語
や
レ
ト
リ
ッ
ク
、
精
神
的
な
象
徴
な
ど
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
一
般
的
な
意

思
伝
達
を
前
提
と
し
な
い
で
、
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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河原修一：心的現象から言語現象へ

(

三)

言
語
表
現
の
展
開

人
間
と
し
て
生
存
す
る
た
め
に
協
同
し
て
、
共
同
体
を
つ
く
る
。
仲
間
と
共
に
生
き

る
仲
間
意
識
と
、
個
人
と
し
て
生
き
る
個
人
の
意
識
に
分
岐
す
る
。

意
思
疎
通
の
必
要
性
か
ら
、
こ
と
ば
が
つ
く
ら
れ
る
。
仲
間
に
も
の
ご
と
や
お
も
い

を
伝
え
、
個
人
の
お
も
い
を
あ
ら
わ
す
。

も
の
ご
と
を
う
つ
す
と
き
、
目
の
前
の
も
の
ご
と
を
う
つ
す
だ
け
で
な
く
、(

想
像

力
の
働
き
に
よ
っ
て)

目
の
前
に
な
い
も
の
ご
と
を
う
つ
す
。

お
も
い
を
あ
ら
わ
す
と
き
、
自
分
の
お
も
い
を
あ
ら
わ
す
だ
け
で
な
く
、
人
へ
の
お

も
い
を
あ
ら
わ
す
。

或
る
具
体
的
な
も
の
ご
と
に
、
固
有
名
を
つ
け
る
。
類
似
す
る
様
々
な
も
の
ご
と
を

(

想
像
力
の
働
き
に
よ
っ
て)
概
念
化
し
て
、
こ
と
ば
で
示
す
。
類
似
す
る
様
々
な
も

の
ご
と
の
つ
な
が
り
か
た

(
概
念
の
相
互
関
係)

に
よ
っ
て
世
界
を
認
識
し
、
記
述
す

る
。
情
緒
的
に
叙
述
し
、
描
写
す
る
。
論
理
的
に
記
述
し
、
説
明
す
る
。
想
像
力
に
よ
っ

て
、
目
の
前
に
な
い
も
の
ご
と
を
想
像
し
た
り
推
論
し
た
り
す
る
。
比
喩
的
に
、
ま
た

象
徴
的
に
叙
述
す
る
。
価
値
意
識

(

直
観
的
認
識
、
美
意
識)

に
よ
っ
て
、
も
の
ご
と

を
評
価
す
る
。
象
徴
的
に
叙
述
す
る
。

五
、
お
わ
り
に

宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
逆
流
的
に
分
岐
す
る
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
生
命
体

が
生
じ
る
。
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
分
岐
し
、

身
体
と
外
界
と
の
異
和
か
ら
心
的
現
象
が
生
じ
る
。
身
体
は
秩
序
化

(
成
長)

か
ら
無

秩
序
化

(

老
化
、
死)

へ
と
変
化
し
続
け
る
の
に
対
し
て
、
心
の
働
き
は
抵
抗
し
つ
つ

も
適
応
す
る
。
心
と
身
体
と
の
異
和
か
ら
精
神
現
象
が
生
じ
る
。
集
団
生
活
の
な
か
で
、

人
間
と
し
て
生
存
す
る
た
め
に
、
集
合
的
な
心
の
働
き
を
約
束
事
の
体
系
に
基
づ
い
て
、

こ
と
ば
の
か
た
ち
に
変
換
し
て
、
意
思
疎
通
の
方
法
と
す
る
。
感
情
や
思
考
な
ど
を
表

す
意
志
が
あ
る
。
自
意
識
は
反
省
的
な
感
情
や
思
考
を
含
み
な
が
ら
、
意
志
を
中
核
と

し
て
、
自
我
を
形
成
し
て
、
自
己
同
一
性
、
自
己
永
続
性
を
目
指
す
。
自
我
は
、
心
の

働
く
場
を
想
定
す
る
。
自
我
は
、
無
意
識
と
意
識
の
心
的
複
合
体
と
し
て
、
宇
宙
と
の

異
和

(

物
体

(

自
然
物
、
人
工
物)

や
身
体

(

生
理
的
自
然
体)

か
ら
の
疎
外
、
他
我

(

他
者
の
心
的
複
合
体)

と
の
異
和
、
宇
宙
精
神
と
の
異
和)

か
ら
宇
宙
と
の
調
和

(

無
秩
序
化
と
秩
序
化
を
超
え
た
宇
宙
精
神
と
の
調
和)

へ
と
、
精
神
の
目
覚
め
に
向

か
う
。

精
神
の
芽
生
え
と
目
覚
め
は
、
詩
的

(

文
学
的)

表
現
を
含
む
芸
術
表
現
や
、
自
己

犠
牲
的
な
信
念
と
勇
気
に
基
づ
く
福
祉

(

救
済
、
共
生)

活
動
や
、
信
仰
に
基
づ
く
宗

教
活
動
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
と
ば
は
、
機
能
を
精
神
的
な
象
徴
に
深
め
て
、
様
々

な
レ
ベ
ル
で
関
わ
る
。

注

(

注
１)

ア
ビ
ダ
ル
マ

(

阿
毘
達
磨
、
阿
毘
曇)

。
対
象
的
存
在
分
類
論
。

(

注
２)

『

日
経
サ
イ
エ
ン
ス』

二
〇
〇
七
年
五
月
号
参
照
。

(

注
３)

『

日
本
人
は
る
か
な
旅
１』

(

二
〇
〇
一)

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
参
照
。

(

注
４)

マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー

｢

原
始
言
語
に
お
け
る
意
味
の
問
題｣

参
照
。

(

注
５)

一
定
の
範
囲
で
広
が
る
輪
郭
を
も
つ
心
象
。
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